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Fig.２ ＤＮＧｅｍの光度曲線
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１回 １．７ １．９ ２１ ２３
Ｘ（Becz）
減光係数その２
６．３変換係数
標準星PGO918＋029.PGO918＋029Ａ，Ｂ，ＤとＰＧ1323-086.PG1323-086B，Ｃを用
いて変換係数，ゼロ点補正値を求めた。
ｅ＝0.08±0.03畠＝-3.22±0.02
ノリ＝1.23±0.05畠‘＝-1.97±0.11
６．４ＤＮＧｅｍの等級
5.2,5.3で得られた大気減光係数，変換係数を用いてＤＮＧｅｍとＣｏｍｌ～３の実際の
等級を求めた。結果は次のとおりである。
Ｖ＝１５．７０±０．１０
Ｖ＝15.76±０．１１
Ｖ＝１５．８０±０．１２
Ｖ＝１６．０８±０．１２
ＤＮＧｅｍ
Ｃｏｍｌ
Ｃｏｍ２
Ｃｏｍ３
｜、ローmBi衾翔…Ｉ
減光係散★ｂ＝0.61±0.14
～▲ F己扇、
ミーヘニ、～ [i２重Ｉ
～、～～ご可～ y＝(062±0.10)x＋21.05±0.16
、へ石～＝－８
～ｙ＝(0.53±010)x＋21.32±0.16
△ごこ7面７菫;＆1)x＋２１鋼±OL3４
=～
減光ｲ軒襲hAr､＝0.4｣I±0.02
~、鍋則豊難u～闇
～△▲▲▲
１８四士q⑭
ｙ＝
～ご
(Ｍ３±002ｈK＋18”±００３
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Fig.５変換係数その１
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（bFv)ｏ
Ｆｉｇ．６変換係数その２
0.8
察７．考
７．１ＤＮＧｅｍの光度曲線
①Fig.２よりＤＮＧｅｍりＤＮＧｅｍは比較星同志の変動よりも大きい約0.15等級の光度変化が見
られることから，明らかに変光していることがわかる。
②しかし今回の観測では周期らしいものを見つけることはできなかった。Fig.２にみ
られる光度変化は食によるものなのか，白色倭星の脈動によるものなのか，あるいは
outburstによるものか断定はできないが，いずれかと考えられる。
７．２絶対測光による等級値
①新星の静穏期における現在の等級がそれまでに測定された等級と変っている可能性
もあるので，今回標準星の測光も行いＤＮＧｅｍの等級も求めてみたところ，結果は
従来の15.8等という値と誤差の範囲内で一致した。現在のところＤＮＧｅｍの静穏期
の光度自体に大きな変化は無いとみられる。
②①から，今回求めた変換係数は良い値だと思われる。しかし，他の標準星を測光し
◆PGO918OO29A
◆FcO91
y＝(008±000)x-3型±002
●Ｆ回０９１８+028,
変UQ鰹数ｃ＝008±000
とｖ＝-322±OLO2
／
◆Ｐ⑥1323勺8６
PｎＯ９18+029
Ｂ
y＝(1.23±0.05)x－１９７±０１１
323つ8６
変換係数側＝１.四±O“
とbﾊｸﾞｰ‐1.97±0.11
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136 田辺健蓮・野崎喜裕
てこの値が信頼できるかどうかまでは今回確認するに至っていない。また今回求めた
変換係数は装置(OOPS)で初めて求めたものであるので今のところ比べることもでき
ない。
７．３今後の課題
①ＤＮＧｅｍはもっと長時間の連続観測を行う。できれば光電子増倍管による測光もあ
わせて行うことが望ましい。
②現在のところ周期解析の方法について有効な方法が見つかっていないので，別の方
法を試してみる。
③得られた変換係数の信頼性を確認し，他の新星の静穏期の等級値も求める。
謝辞
今回，このプロジェクトの実施の機会を与えていただいた国立天文台・岡山天体物理観
測所所長の前原英夫教授はじめスタッフの方々，ならびに香川大学教育学部の松村雅文博
士に深く感謝します。特に松村さんにはＯＯＰＳの使い方の手ほどきなど，大変お世話にな
りました。また，観測に際してさまざまな援助をいただいた岡山理科大学の伊代野淳博士，
田辺研究室の学生であった川端善仁君，松崎恵子さんにも謝意を表します。最後になりま
したがPC-Unix用のＣＣＤの整約ソフトＩＲＡＦを提供していただいた天文`情報処理研究
会にも感謝します。
引用文献
１）Ｍ､Ｆ､WalkerPA・Ｓ．Ｐ．,６６，ｐ､２３０（1954）
２）Ｒ・Ｐ・KraftAstrophysJ.,１３９，ｐ､４５７（1964）
３）佐々木敏由紀，湯谷正美，清水康広，倉上富夫「岡山偏光撮像分光装置（OOPS）の開発（Ｉ～Ⅲ)」
国立天文台報第２巻第３号（1995）
参考文献
１）BWamerPropertiesofNovaeinwClassicalNovae”（ｅｄＭ.Ｆ､BodeandAEvans)，Ｗｉ】ｅｙ
（1989）
２）BWamerCataclysmicVariableStars,CambridgeUP（1995）
３）ArneA・HendenandRonaldHKaitchuk（1990）AstronomicalPhotometry,Willmann-Bell,Inc
（1990）
４）北村正利「連星一測光連星論一」ごとう書房（1992）
５）上野宗孝「CCD解体新書その１～６」天文月報（1995）
６）能丸諄－・西原英治「たのしいＩRAF」天文情報処理研究会（1992）
137新星DNGeminorumの静穏期における光度変化の検出
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PhotometricobservationoftheoldnovaDNGeminoruminquiescencewasachieved
byusingtheOOPS（OkayamaastrophysicalObservatoryPhotometricPolarimetric
andSpectroscopicdevice）ofNationalAstronomicalObservatCry,Asaresult,we
obtainedalightcurveshowinganobviouschangeinmagnitudeofO15・Thisvalueis
muchbiggerthanthatofthecomparisonstarsduetoatmosphericvariationTransfor‐
mationcoefficientsofthisphotometricsystemwerecalculatedbyobservingthe
standardstarsseparately．
